
1 は じ め に

硝酸カルシゥム散布による果実の薬害はビタービットの

症状と非常に類似している。`ジ ョナゴール ド',`陸 奥 ',

'王林'及び `ふ じ'の 4品種を供試して,硝酸カルシウム
による薬害の品種間差異,薬害が発生する濃度の下限値及
び発生部位を検討し,さ らに,ビタービットの症状との違
いを記載した。

2試 験 方 法

1997年 9月 ,青森県りんご試験場内のM26台 `ジ ョナ
ゴールド',`陸奥',`王林'及び `ふ じ'の果実 (いずれも
無袋),新梢葉及び果そう葉に03%硝酸カルシウムをハン
ドスプレーで散布 (以下,03%区)し た。 .陸奥'及び
`王林'については薬害が発生する濃度の下限値を探るた
めに015%及び0075%硝酸カルシゥムの散布区 (以下

,

015%区及び0075%区 )も設けた。果実には 9月 4日 と
11日の 2回散布し,葉には9月 11日 に 1回だけ散布した。
果実の薬害についての調査は散布 1回目から2回目直前ま
では2日 ごとに3回 ,2回目以降は5～ 6日 ごとに2回及
び収穫時 (`ジ ョナゴールド':lo月 21日 ,`陸奥 ':10月 27
日,`王林':10月 30日 ,`ふ じ':11月 12日 )の計 6回実施
し,薬害の発生率を求めた。葉の薬害についての調査は散
布 5日後に 1回だけ実施した。また,果実で薬害が発生 し
やすい部位を検討するために,9月 4日に '王林'の果実
を供試し,防鳥網 (網目 3 5cm)で包んでがくあ部を上に
向けて固定したもの (以下,上向き区)及びがくあ部が下
に向いている通常のもの (以下,下向き区)の 2区を設け,
03%硝酸カルシウムを散布した。散布 4日 後に果実をこ
うあ部,赤道部及びがくあ部の 3部位に分け,薬害で生 じ
た斑点数を計数した。なお,ぃずれの試験でも各区で供試
した果実は15果 ,新梢葉及び果そう葉は30～60枚とした。

3 試験結果及び考察

0)薬害の品種間差異 :硝酸カルシウム散布による果実
の薬害の発生は明らかに品種間で違いがあった。収穫時に
おける薬害発生率は `王林'で loo%と最も高く,次 いで

注

基ゞ

月H日 に03%硝酸カルシウム散布。
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`陸奥'の53%であった。これに対し,`ジ ョナゴール ド'

及び `ふ じ'では薬害が全く発生 しなかった (表 1)。

表 1 硝酸カルシゥムによる品種別果実の薬害発生率
の推移

陸  奥  o 7     2o     40    53

シウムを散布。

薬害の発生初期における症状は果点を中心に果皮がリング

状に赤変するものとビッターピットに非常に似た濃緑色で
斑点になるものの 2つの型 (以下,R型及びG型)に分け
られた。R型は赤道部の陽光面に発生し,赤色が次第に退
色し,濃緑色となった。c型は赤道部からがくあ部にかけ
て発生し,発生初期では円形であったが,症状が激しくな
るにつれて斑点が重なり合い,不定形となった。

.王
林 '

ではR型とG型が混在して発生 し,`陸奥'で はG型のみ
が発生した。収穫時にはいずれの型も薬害が発生 した部分
の果肉がコルク化していた。

葉の薬害はすべての品種で発生した。薬害発生率は '陸

奥'>`王林.>`ジ ョナゴール ド`>`ふ じ'の順で高
く,果実における薬害の発生状況と異なった。また,薬害
の発生は新梢葉と果そう葉で異なり,薬害発生率は `=、 じ'

を除く品種で新梢葉より果そう葉で高かった (表 2)。

表 2 
量璽

の違いと硝酸カルシゥムによる葉の薬害発
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葉の薬害の症状は品種によって 2つの型に分けられた。す

なわち,`ジ ョナゴールド',`王林'及び .ふ じ'では葉の

裏面の葉縁及び葉脈間に暗紫色～茶色の小斑点が生じたの

に対し,`陸奥'では葉縁のみが壊死した。

(21 散布濃度と薬害の発生程度 :果実の薬害は `王林 '

及び `陸奥'と も散布濃度が03～0075%の範囲で発生 し
た。
.王
林'は `陸奥'よ り薬害が早く発生し,発生程度も

激しかった。収穫時における0075%区の薬害発生率は60

%であり,.陸奥'の03%区における発生率53%と はぼ同
等であった (表 3)。 本試験で最も低い散布濃度である0075

表 3 硝酸カルシウム散布濃度と果実における薬害発
生率の推移

注  9月 4日 と11日の 2回散布。

%区で `王林'及び `陸奥'の果実に薬害が発生した。 `王

林'では2回日の散布 (9月 H日 )よ りも前に薬害が発生

したことから,下限値は 0075%と推定された。 しかし,
収穫時における薬害発生率が611%と高かったことから,下

限値は 0075%以下の可能性もある。一方,.陸奥'では2

回日の散布前には薬害が発生しなかった。したがって,散
布濃度 0075%1回散布では薬害が発生しない可能性があ
り,1回散布による下限値を明らかにすることはできなかっ
た。

新梢葉及び果そう葉における薬害の発生状況は `王林 '

及び `陸奥'で類似した。すなわち,果そう葉の薬害は散

布濃度が03～0075%の範囲で発生した。しかし,新梢葉

の薬害は03及引D15%区で発生し,0075%区では発生し
なかった (表 4)。

0)果実における薬害発生部位 :果実の向きが下向き,
上向きにかかわらず,が くあ部と赤道部だけに薬害が発生

し,こ うあ部には全く発生しなかった。赤道部に発生 した

場合には,陽光面が陰光面より多く発生 した (第 5表 )。

薬害の発生は赤道部～がくあ部に集中し,ビタービットの

発生部位と同じであった。当初,この理由として,硝酸カ

ルンウムが垂れ流れ,濃縮されるために薬害が発生しやす

いと考えた。しかし,が くあ部を人為的に上に向けた果実

でも,薬害は赤道部～がくあ部で激しく発生し,こ うあ部

表4 硝酸カルシウム散布濃度と新梢葉及び果そう葉
における薬害発生率
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注 散布 5日後の調査。

表5 果実の部位別薬害発生数 (斑点数/発生果)

がくあ部  こうあ部 ―
¬所面ξ
藍
刊普酒面
―区

５３
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１３

０

奥陸

上向き区
下向き区

無 散 布

注 散布の 4日後調査

で全く発生しなかった。このことから,赤道部～がくあ部

は組織的に薬害に弱いと考えられた。

4 ま

03%硝酸カルシウムを9月 に 1週間間隔で 2回散布 じ
たところ,薬害に対する果実の感受性には明らかに品種間

の違いがあった。薬害は '王林'で強く発生 し,こ れに

'陸奥'が次いだ。しかし,`ジ ョナゴールド'及び
.ふ
じ'

では薬害は全く発生しなかった。果実に薬害力溌生しなかっ

た .ジ ョナゴールド'及び `ふ じ'で も葉,特に葉齢の古

い新梢の下位葉や果そう葉に薬害が発生した。このことか

ら,葉は果実より薬害に敏感であると考えられた。

果実の薬害発生部位は赤道部～がくあ部であり,発生部

位によって硝酸カルシウムの薬害とビタービットを区別す

ることはできなかった。しかし,薬害は次の点でビタービッ

トと区別することができた。

①発生初期のR型斑点は赤色のリング状でビタービットの

症状と明らかに異なる。

②症状の進んだR型やG型の斑点はビタービットの症状と

非常に似ているが,薬害による斑点は果点から発生するの

に対し,ビタービットの斑点は必ずしも果点から発生しない。

③薬害は葉でも発生するのに対し,ビタービットの発生樹

では葉に特別な症状は発生しない。

以上のことから,果実の薬害の症状及び葉の薬害の有無

を観察することにより,硝酸カルンウムの薬害は判定でき

ると考えられた。
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